
夏
越
の
祓
（
六
月
三
十
日
）

年
越
の
祓
（
十
二
月
三
十
一
日
）

　

半
年
に
一
度
の
厄
落
と
し
で
あ
る
六
月
末

の「
夏
越
の
祓
」。さ
ら
に
半
年
後
の
十
二
月
末

に
は
、
同
様
に
厄
除
け
を
す
る「
年
越
の
祓
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
は
対
に
な
る
行
事

で
、
心
身
を
清
め
て
お
盆
や
新
し
い
年
を
迎

え
る
も
の
。
大
晦
日
の
年
越
し
行
事
の
よ
う

な
派
手
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
夏
越
の
祓
も

大
切
な
節
目
の
行
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
祓
式
に
よ
り
身
も
心
も
清
浄
に
し
新
年

を
迎
え
る
た
め
に
一
年
間
の
間
に
知
ら
ず
知

ら
ず
の
罪
や
け
が
れ
を
形
代
に
託
し
川
に
流

し
ま
す
。
合
わ
せ
て
一
年
間
無
事
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
感
謝
を
御
神
前
に
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。
氏
子
皆
様

の
ご
参
列
を
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
八
年
元
旦
よ
り
、
左
記
早
見
表
の
通
り
厄
年
と
な
り
ま
す
。
当
社
の
厄
年
の
お
祓
い
は
団
体
の
御
祈

祷
を
左
記
の
通
り
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

御
祈
祷
を
希
望
の
方
は
、
十
二
月
下
旬
頃
に
「
社
報
や
し
ろ
」
を
新
聞
折
り
込
み
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

「
専
用
ハ
ガ
キ
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
投
函
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

又
、
電
話
及
び
団
体
の
御
祈
祷
以
外
で
も
厄
祓
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
当
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

午
後
三
時　

 

大 

祓 

式 

・
除 

夜 

祭

午
前
六
時　

 

歳
旦
祭 

並
び
に 

ス
ケ
ソ
ウ
船
団
・
い
か
釣
船
団
祈
願
祭

午
後
一
時　

 

第
九
十
五
回　

四
十
二
歳
厄
祓
祭

午
前
八
時　

 

ど

ん

ど

焼

午
後
一
時　

 

第
九
十
一
回　

還
暦
奉
賽
祭

午
後
一
時 　

第
二
十
五
回  

古
稀
祝
祭

午
後
一
時 　

第
五
十
八
回  

喜
寿
祝
祭

午
後
一
時 　

第
九
十
二
回　

三
十
三
歳
厄
祓
祭

午
後
三
時　

 

第
二
十
九
回　

節 

分 

祭

十
二
月 

三
十
一
日
（
水
）

 

一 

月　

一　

日
（
木
）

 
一 

月　

三　

日
（
土
）

 
一 
月　

七　

日
（
水
）

 

一 
月　

十　

日
（
土
）

 

一 

月 
十
二 

日
（
月
）

 

一 

月 

十
七 
日
（
土
）

 

一 

月 

十
八 
日
（
日
）

 

二 

月　

三　

日
（
火
）

令
和
七
年

令
和
八
年

　

厄
年
の
年
齢
は
、
人
の
一
生
の
中
で
も
、
体
力
的
、
家
庭
環
境
的
、
あ
る
い
は
対
社
会
的
に
そ
れ
ぞ
れ
転

機
を
迎
え
る
時
期
で
あ
り
、
災
厄
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
と
し
て
忌
み
慎
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

厄
祓
い
の
前
後
に
一
年
ず
つ
加
え
、
前
厄
・
本
厄
・
後
厄
と
し
て
三
年
間
は
万
事
を
慎
み
、
お
祓
い
を
受

け
、
無
病
息
災
を
祈
り
ま
す
。
厄
祓
い
は
正
月
や
節
分
（
旧
暦
で
節
分
を
年
の
変
わ
り
目
と
す
る
為
）
を
中
心
に

行
わ
れ
ま
す
。

　

還
暦
は
、
十
干
と
十
二
支
の
組
み
合
わ
せ
が
六
十
通
り
あ
り
、
自
分
の
生
ま
れ
た
年
と
同
じ
干
支
が
ま
わ

っ
て
く
る
の
は
ち
ょ
う
ど
六
十
一
年
後
に
な
り
ま
す
。
両
親
や
祖
父
母
を
は
じ
め
、
一
家
の
も
の
が
長
寿
で

あ
る
こ
と
ほ
ど
お
め
で
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
還
暦
の
祝
い
を
は
じ
め
、
あ
る
一
定
の
年
齢
に
達
す
る

と
、
一
家
そ
ろ
っ
て
長
寿
の
祝
い
を
し
ま
す
。　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

※ 

年
齢
は
「
数
え
年
」

名
前 

年
齢

夏
越
の
祓
（
六
月
三
十
日
）

年
越
の
祓
（
十
二
月
三
十
一
日
）

本  厄 後  厄前  厄
男　性

２４歳 ２５歳 ２６歳
平成１５年生 平成１４年生 平成１３年生

４１歳 ４２歳 ４３歳

６０歳 ６１歳 ６２歳
昭和６１年生 昭和６０年生 昭和５９年生

昭和４２年生 昭和４１年生 昭和４０年生

女性本  厄 後  厄前  厄
女　性

１８歳 １９歳 ２０歳

３２歳 ３３歳 ３４歳

３６歳 ３７歳 ３８歳

６０歳 ６１歳 ６２歳
昭和４２年生 昭和４１年生 昭和４０年生

平成２１年生 平成２０年生 平成１９年生

平成７年生 平成６年生 平成５年生

平成３年生 平成２年生 平成元年生

歳 祝
６１歳

７０歳

７７歳

８０歳

８８歳

９０歳

９９歳

還 暦
かん れき

古 稀
こ　  き 

喜 寿
き   じゅ

傘 寿
さん じゅ

米 寿
べい じゅ

卒 寿
そつ じゅ

白 寿
はく じゅ

百 寿
ひゃく じゅ １００歳

昭和４１年生

昭和３２年生

昭和２５年生

昭和２２年生

昭和１４年生

昭和１２年生

昭和３年生

昭和２年生

厄祓早見表

年末年始 行事令和８年度  厄祓・歳祝

人形
ひとがた

な
ご
し

は
ら
え

と
し
こ
し

は
ら
え

岩
内
神
社

天
照
皇
大
神
宮

崇
敬
神
社

天
照
皇
大
神
宮

岩
内
神
社

天
照
皇
大
神
宮

崇
敬
神
社

岩
内
神
社

天
照
皇
大
神
宮

崇
敬
神
社

お
神
札
の
ま
つ
り
方

お
神
札
の
ま
つ
り
方

中
央
右左

中
央

手
前奥

【三社造りの宮形】

【一社造りの宮形】

※ お神札の配置は神棚に向っての配置です。

「
重
ね
て
ま
つ
る
場
合
」

ふ
だ

Guest
Rectangle



出
産
に
あ
た
り
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

の
無
事
と
、
お
産
が
軽
く
な
る
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
懐
妊
五
ヶ
月
目
の

「
戌
の
日
」
に
腹
帯(

岩
田
帯)

を
締
め
、

赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
発
育
を
願
い
ま
す
。

「
戌
の
日
」
を
選
ぶ
の
は
、
犬
の
お
産
が

軽
い
こ
と
か
ら
安
産
に
あ
や
か
り
た
い
と

い
う
願
い
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
お
伊
勢
さ
ま
」
の
名
で
、
全

国
の
崇
敬
を
あ
つ
め
る
伊
勢
の

神
宮
の
お
神
札
で
す
。
ま
た
、

神
宮
大
麻
と
も
い
わ
れ
、
八
百
万
の
神
々
の
中
心
と

な
る
神
さ
ま
で
日
本
の
国
を
守
り
、
全
て
の
も
の
に

恵
み
を
与
え
て
く
だ
さ
る
神
様
で
す
。

安
産
祈
願

お神札について

氏
神
さ
ま
の
お
神
札
は
、
住
ん

で
い
る
地
域
の
お
神
札
で
す
。

氏
神
さ
ま
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
、
私
た
ち
の
ま
ち
や
地
域
、

そ
し
て
家
庭
を
お
守
り
く
だ
さ
る
神
様
で
す
。

鎮
火
祭
の
お
神
札
は
、
各
家
庭
の

火
の
災
い
を
防
ぐ
お
神
札
で
す
。

当
神
社
で
は
毎
年
岩
内
大
火
の

九
月
二
十
六
日
に
鎮
火
祭
を
執
り
行
い
お
神
札
に
祈

願
を
し
て
お
り
ま
す
。
台
所
や
ボ
イ
ラ
ー
室
な
ど
に

お
は
り
頂
き
、
お
守
り
く
だ
さ
る
神
さ
ま
で
す
。

お
正
月
に
家
々
に
迎
え
ま
つ

る
歳
神
様
は
「
歳
徳
神
」

「
お
正
月
さ
ま
」「
と
し
こ

し
さ
ま
」
な
ど
と
も
呼
ば

れ
、
新
し
い
年
の
穀
物
の

実
り
を
約
束
し
て
く
だ
さ

る
神
様
、
私
た
ち
の
生
命

を
与
え
て
く
だ
さ
る
神
様

で
あ
り
、
い
つ
も
私
た
ち

を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
尊

い
神
様
で
す
。
こ
こ
近
年

で
は
神
棚
の
下
に
垂
ら
し

て
お
祀
り
し
て
い
る
家
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

天
照
皇
大
神
宮

岩
内
神
社
神
札

鎮
火
祭
神
札

七
福
神
の
一
神
と
し
て
広
く

民
間
に
信
仰
さ
れ
て
お
り
、

釣
竿
を
持
ち
鯛
を
抱
え
た

福
々
し
い
姿
の
神
さ
ま
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

漁
村
・
農
家
や
商
売
の
さ
れ

て
い
る
方
々
に
、
招
福
の
神

さ
ま
と
し
て
多
く
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。

歳
神
さ
ま
と
同
様
に
、
神
棚

の
下
に
垂
ら
し
お
祀
り
さ
れ

て
い
ま
す
。

人生儀礼・御祈願

出
産
の
無
事
と
子
供
の
誕
生
を
奉
告
し
感

謝
の
念
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
赤
ち
ゃ
ん

の
健
や
か
な
成
長
を
神
様
に
見
守
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
御
祈
願
の

時
期
は
、
北
海
道
で
は
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま

れ
て
一
〇
〇
日
目
前
後
の
頃
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

な
お
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
調
な
ど
を
考
え
期
日

の
前
後
で
最
良
の
日
を
選
び
お
参
り
下
さ
い
。

初
宮
詣

（
お
宮
参
り
）

歳神様

恵比須様

家
内
安
全

家
庭
が
円
満
で
お
幸
せ
に
、
ま
た

ご
家
族
皆
さ
ま
が
ご
健
康
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
、
ご
神
前
に
て
祈
願

祭
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
で
は
十
月
十
五
日
を
中
心
に
、
子

供
の
無
事
の
成
長
と
更
な
る
ご
加
護
を
頂

け
る
よ
う
お
参
り
し
ま
す
。

男
の
子
は
三
歳
と
五
歳
に
、
女
の
子
は
三

歳
と
七
歳
に
御
祈
願
し
ま
す
。

　

  

（
九
月
下
旬
〜
十
一
月
下
旬
頃
ま
で
）

七
五
三
詣

令和８年度

七五三詣

三
歳 

…
令
和
六
年
生
【
男
女
児
】

五
歳 

…
令
和
四
年
生
【 

男
児 

】

七
歳 

…

【 

女
児 

】

交
通
安
全

お
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
を
新
し

く
ご
購
入
さ
れ
た
際
や
、
日
頃
か

ら
運
転
に
関
わ
る
お
仕
事
を
さ
れ

て
あ
る
方
な
ど
、
日
々
の
交
通
安

全
を
お
祈
り
し
、
お
祓
い
い
た
し

ま
す
。
本
殿
で
交
通
安
全
祈
願
祭

を
お
受
け
い
た
だ
い
た
後
、
お
車

の
お
祓
い
を
い
た
し
ま
す
。

学
業
成
就
・
合
格
祈
願

学
業
の
目
標
達
成
を
祈
願
し
た
り
、
ま
た
志
望
校
へ
の
合

格
、就
職
試
験
、資
格
試
験
な
ど
の
合
格
を
御
祈
願
し
ま
す
。

御
祈
願
・
そ
の
他

神
恩
感
謝 

・ 

五
穀
豊
穣

大
漁
祈
願 

・ 

身
体
健
全

商
売
繁
盛 

・ 

子
授
祈
願

旅
行
安
全 

・ 

縁
結
祈
願

病
気
平
癒 

・ 

心
願
成
就

重
機
清
祓 

な
ど

結
婚
式
・
地
鎮
祭
・
上
棟
祭

竣
工
式
・
新
築
清
祓

中
古
家
祓
・
神
棚
祓 

な
ど

※ 

他
に
も
様
々
な
祈
祷
が
あ
り　

 

　

 

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
当
社 

　

 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

電
話
〇
一
三
五-

六
二-
〇
一
四
三

岩
内
神
社

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

岩
内
神
社

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
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令
和
二
年
生
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